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書
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E
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ま
す

総
合
計
闘
の
慌
要
は
下
配
め
と
む
円
で
す
。

飽界遺産を俗じめとする歴史的文化事sをまちづくちa犠とし人と自然と.

M 畑 ζするまちづく悶討に珊出杭め聞盟問つ耕輔

舗の刊3此とも ζ 人のほ大切にし ~(J) 1田隼lι附 た 醐 づ くb

.めざしぎす

ーーーー」ー
『世界遺産に学び

亭四

世間腕人間唱として醐的措しつつ

じめとする匿割問櫨H ちづくりの枇位置吋

光醤荷として担白径の緬立をめざ し獣..

.伽変似ご柔ttl;:師向とともに咽

れる人ひとりが察flC)!:!~支化、自然に学び

じ 多くの人々そ引きつげる写和で魅力各ふれるまちそめざし...

とうした阪口組みた子 衆良の歴史 3主化

め.化叫，帽自宅醐ずるととを促

を感じて衡し工学び悶噛阻げ斬しい支化明み欄間周l泊朝へとつ.いでい~*".

ともに歩むまち なら』

施踊回大掴

将来値段実現への値鯖的体案

1 ;権咽重 文化め創造酬の充実を即時ちづくり

2福祉のまちづくり

3環境保全と安心快適芯まちづくり

4地盤まを支える産業を育成するまちづくり

基本方向

将烹.婁.への方向性

1世界遺産を較に交涜するまち

2歴史、文iO.自然を未来につなぐ

心畳か忽まち

3みん'"が主役と芯るまち

務「余Il，f;JI';3次伝合針両J明書略引を持怪智』 何日付する予定"，cI問い合わゼ]市役所企画課へ。

回 恕品百前



-西嵐会館が完成

西
部
会
館
が
完
成

近
鉄
学
園
前
駅
南
地
区
の
再
開
発
ビ
ル
が
完
成
し
公
益

練
が
酉
部
会
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
会
館
に
は
函

館
開
出
現
所
、
水
道
局
面
都
営
業
雨
、
函
館
公
民
館
が
移
駐
し

ま
す
。
ま
た
、
市
民
ホ
ル
が
新
し
く
開
館
し
ま
す
。

〈窓口M漏司.陰.のと.，で菅〉

①自a会"どの梱叡窓口

自治会各種団体梱""付髭・依 i積奮の莞得.，事組付盆

Z拍 1∞年会館史郎文化センターのチケット販売

'"'"証明収肌窓口

m製自定資産線納... 修初発行 布製園度値a質保険置

毘傘金介隈慌喰の関付'動.付自伝E値の登録鹿車直犬

の登録

a国民.盆緬..血窓口

国民隼金賀絡畏失住所の刷局園E悪.康保険の高額藍..

四手当老人間心殉岡山田 町求介

鍾保険窓定衛鋤.・李鍾老人医'老人保健の函

@籾.窓口

印鑑畳嶋

⑨交付窓口

戸厩の，鯵本住民粛の写 し 悶 竃 鉦 明 緒E明の交付

4奪回櫨住民窓口

I!l$ ， S:溜.'の面L旨 妙 怠 ， 醗 求 紅A ・E幽 鹿庖主主どa
".健康保援引の細入 襲失周

官"

体育室 m
m
-
m
鍵
鎗
臨
閉
・
聞

7

6
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4
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路
相

晴

晴

一一恥

lU一向ヲイエ
ーーーーー-一，

テナント

公曙

公開

公盟

.. 岨時岨血盟.. 

'" 

市民ホール

宮町

出

-5月7臼難務潤始~m 西部出張所

廃止医瞬時F訓
テナント

駐車場

m 水道局西部営業所 4 

疑千明(午後坤"分、 "U~'.8桝}やj: - [l1II1I 刷川地支払刊

点適柑みww・.町 tt3 ~- 5 2 0 0)またほコ y ピニエJ スストアでお

・匹、 します

詩情訂品目

' -5月7日鍵務開始~

〈金..務〉

¢均水道使鰐の伺始 。止の受付

@旅進料金"どの'0"内
@窓口組桜受付と処理



-西宮S会館泊 完成

."';1西部会館市民ホール -7月1日使用開始.

一一-・ 市度帥間同支化の向ょをめざし畳間制社会そ

っくろうと盛置しました.!重型車地媛の白主的寝返掌習 文化活"ro.点として 書編文化沼どの創作発表や面安売護会

前演会忽どに幅広く車問できます.

l定 員 I ~人

l柵 珊 1'j'前9尚一団9・H
I体鍾目111111目 録目の顎日 ~""年鑑
I申込受付期'剛 健刷"の 6~. 1I・aめ初日、使刑目の崎心筒

l'伊迫必港" 傭9時一午後5時(休館日昔除()に直後来館し

ゅし込んでくだれ、J疎開の$L;&;'ff~I.t1[M ， 77ク

ン、リ ‘送での"込みはでききぜA.

臨耐所社醐聞で行つでいる受句集f.l! rJ:~16 ， 4月
旧時開ホールで行し明白

国産国 西部公民館 -6月19B醐鵬、醐肱7月10日から~ 宮44-0101

問どの・即日自決刊行い開 .

館 館の使用問> 08附刊できます.

7!'l1O回一"回 D受付'"右璽ゆとおりです.

組踊唱 醐 酎 明から行L肝 .

現在吋(昨 了1]) 1t6 !II~ 

""齢(調縄実刊査は.1!28f1(t))ま?使刷

でjきます.

7棚田

剛 II.j:;) I瑚

"必町) Ilo.H) 

17i*) I醐"材

受付日

6川刈

6叫

6J2t;!O 
い主主三竺 .n竺

71l24A 川崎川町どお

句 2週周鵡から受付します.

lm耳
主主LE

1階と7階で眼 般のテナントが4月1日か ら曾策を開始します.

[所在地l 「
〒631-0034 学園南三丁目1-5

固EEぽi給量

-駐車噂"月7目普概開繍}

Iλ岨醐l午刷略~午後"関

I駐車剥盆1
公共闘刷用する入 団関相附鋼険料. ，開聞を I

とえると-(l800内
上記以5刊の人一緒2.000阿
…一こえ日とに2.0回同副

〈立畑町冊大きさに目吋叫す》

l利用でき.い自白車1
開 om醐 1田 m，..1.55m，総重量1.91

以ょの車

約ンポ州市町四付属闘(キャリア凶

附し咽拍車など上記の融問調商や駐

車得力偶遭よ..・できZ添いほ司.忽お ・傾陸忽どで車

両の大きさを磁認しでください

~できる即時交通機鳴を酬してくださしい

・駐輪場 t閉フ回使用陶鎗1

自.・"帝Z霊山学園施"線問側1繍s・・喝へ"

噛土師閥鎗付臼闘志田靖1融 制へ・i
』
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ど
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に
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・
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近
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明
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〈
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が
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F近
い

ま

i
f
s

し
み
l
し
で
ね
ら
れ
そ

「
賓
の
*
の
町
や
悠
引
き
f
eど
子

関
U
A
M
A
H
る
し
忽
ゐ
集
〈
冷
た
い

随
時
制
に
備
え
付
け
る
の
も
ト
人
宅
で
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〈
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(国保田保障置がかわります)
011日からは 新し、保険置で受診してくださし

1 国民醐醐僻険者医 (拍 )

l 国民健康保場直‘後保険者値(ピンク色)

1 月日開。一各世俗あでに底辺しましターが届いて"~

lい崎合凶市役所保険課へ進絡して〈だきい.

! うぐいす色 オb〆ン色の 最険富Eは古』保険僅と会旬

;ますので市役所保険視 各伽慣何時 各連総所まで返して

(f!1<". 

VIoしZきちはいつ". っています，

家反"'11.ながすごψ1J'clftJtJ.笠活を'

病気やケガ芯突然やってきます.そん忽とをすべ

ての医綴買を自分で支払うの'"大変アぶことです.みん

Zまでお金を出し合しに お"わいに剛才合い 安心して

医'を受けbれるの釘国民健康保核問限度です.

~保検医を大切に~
岳民鍾康保険績隈険者陛〈保険.)係国俣の.入者であ

るととの極観であり 閣僚で医鎌を受げるための受..は

ので大切にしましょう.

・交付されたら.，院内管，・.し ..いがあれば届け出

まし£う.膨手に奮さ直すと僻効に<旬ます.

・医師に煩けたまま6ニぜず eず手元"保管しましぷう.

・他人との貸し情。"健符に，.いで〈ださい.訟修じより

胴ぜられSす

..突したり 彼れて?をえなく令。たと'"すぐt属け出

て 袴父付金受けましょう.

こん忽時には届け出を (世格主が14目以内[i:)・
悶保l掬入しω?ればならなしのi船?ぬが遅れると 保険歪がないため その聞の医療."念願

自己負組となったり 保険特もさかのlまって (最長 "まで}納めなけれ"ならな〈なり ます.

酬の健脚険をや町とS

金酒保aを ~I t "'( 念。たと $

s 

傘0'ととS

醐 eち健.輔H ・日間.

附崎.賊時時省か叫ず似

蛸醐枇陪蜘.

関楳哨髭酬の健康問

酬の保険段酬噌制阻

…麗喰畑山町

酬の帥

悶院の保険億

{写

国際の輔IiL 1E71iE明.

健'"なっ

すでt国際t祖入

している..の人

" 園僚の保険藍

難崎 川 崎 輔の人で身体闘時制肘ど胆畑帥でjI0')" ff'i! (f). n I 人吻町L. -U'''^'~ . -''PfV) 

聞"介積分の保険"はかか町ませんので 市役所得険稼へ連絡 Lでくだ各いa

."幽"市曾爾111M.IJた回近くの陶磁用".l<I:i/5週・H医週剛 度に..る眉l描惨.役所保険観.，国各出資所ヘ.

閉山田町 田

制 1判明 幽
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介護保険の訪問介護サービスを利用するみなさんへ
~低所得の人の新た芯利用者負担額軽減制度が始まります~

n・-俣験のヲピスを利用した・合網開者~~

ひった費周の11閉そ利用書負担割として支払コても

らいn~ 低所得の人の事関萄負担慣を・筆活'る

療良市か指自に行う覇た8・''''~始ぎりま..
介簡保険施行前n.ら . ムヘルプザ ピスを利用

している低所得の人隠 すでに刷問者負担額が3%

に嵯滅されていま.が介臨保険制度が始まって新

たI:::l!i周介寝(iIi ムハレプヲ ピス}の狸俊を受

口ることに忽3た‘原得の人〈生志保撮安値醤を隊

〈市良夜非寝視笹得の人〉に'写しても 平固定13写:a
~5志来 10後iO)fIjma'''!i!・を3帰 ζ喧涜しま..

この眠E置の遇M開を受砂ょうと.る人惨 事前こ申

閉して「利用者負@gl・踊限定UJの交付を受けて

く ~t!:い〈白首除4月 1 日以簡に隻 11附才まず) .

-・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .目・回目回目回目回目回目回目目・.. . . . . . . . . . . . . . 

介護保険料が年金から特別徴収されている
みなさん (65歳以上の人)へ

羽F/i13年め4-6.8月1こ支.歯される年盆刀、ら特別償収される保険制g" 前隼0:・総賦(平成

13年2月分)と岡翻の保険料簡をそれぞれ徴収するととにUっていき安す(仮復収 介担保険傘"

140条1.
写圃保険制額~決定した碕点で年掴保検制組と仮復収悶悶ゅの合計保険制・の盤闘を 10

12.2月に支泊される年金Ó'ら..~します{率復暖).

~" 平""2年11介.保険制決定通姐2でお姐;，きし危とBD 健昼食恨の仮11収佐渇細回行い

2問h 平成13年E置の年同僚険制・の決定~ 町民視σ峨根氏混岬明，る6月tこa姐し...

年盆支給11

機附11の.険於'聞は湯銭.，・の削憾で11)1，211U~なる渇合があ句.す.

【F札、合わぜ】r!flltiJr介麓保険課へ。

国ZZ湖 沼
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4日1日随行E言電リサイワILi査の対象となる家電製畠lま
販売庖で引き取って宅らってく定きい

ヨ 即 日時陪駒山町アコン テレピ紬車問機倒闘の問嗣州問り

ザイクルして ごみ通.と資顎の有剣吉岡を娘道.るため0)*1*です.

主査律の施行により 4月1日から これら4量目'"大型ごみJとして.・"行い霊安也九 販売".どで引き取

って日岬しよう目

やむを綱~環境調鍵センターに持ち泊む喝含隠

次@条件~"獲です
①引き取りする周閉五きが"'嶋倉に限 ります

⑥・S便局で.・Eリザイクル努を鳳入し 割届に

降ってく犯さい

⑨次の置.. 手曾潤が必買で，

‘料金'"直売廓

.'一方-j'.

.して〈だきL

それぞれの復餌

灘費者

..・-塑
"叩陥+BJI!町盆)

.古，-.電拠品

，引S取る処置曹
があ句ます

憲売底

A 叩

(淘嗣"割引 きI!ltu武力ーへ明陪捜し)

メーカ
B 商圏届化

(笹島の号'"取り ，~ワイクル)

EE出官fEB園

【間同開l軒町の問販制または合合耐糊 憎 71-3001)へ.
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4
月
四
日
は
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面
白
目
で
す

一一 一 円よ 側 一 割拠人 4新 宮 本人後日 f定 目川町 -

iiii??12Eili!igyき14iii!?tiii日;if!i占
占?主Et宅if1盲 f品守目と_.主i13E笠E有品習とattE品ill L h 聖

fltgai;さ{:11iRiT1i15117ifi:iii?l;君
主品目LZiM -持!?bi旦LVmrdζ三3g-E
121E;!?l 4日料品:A12if;ga駐婦 l 

U 九 日 計 百詰 '竜EEH 肯1'0'f-~ 9 '1" LJij'" 

理主!?;府軍iii1iE出!??長信号守
;E13??:円 lIRitf量詞;5z;rEE4AEtsj 
i 一::Lη{t吋iiFflJJJ-畠一二ぷ斗4主iぷ;品五r爾 、1引t引|詳1守iド毒円ji詰A以凶躍“山=詰iはza 
i詐iF特t百i許;量2ポT汁凶麗竺 1誌討i許i恥叶i辻i

，七、f!Hiz逼宮二苦 iふ主iE2T臼iii th喜 fi 

21世紀奈良学こと臥じめ一考盲学

日本咽軒れ往々叫たち

の生時かにしてくれる明な

包力に..れてもます.

大仰賂の風景や仏目像写真家とし

て知られる入江襲.は聴写 fJi艇
の花J会中心l犯と陶崖合し 純

鮮な径の築会表現するため繍"的

にaの..ちをむいまし式。また 肉 ft~.家，して符名

な{l;llIr笠念館は 位I~ I・句aけるように、きいきとした

25Lι百品阻

-，感じさぜ

〈からH-+'Y.:化に標〈関わって

きた花の魅;"取 ~Hかれた二
人が肺欠付軒川崎

けた rlEJの包jりをカ ラ 作品る

山内で紹介し，す.

時 f噛'"削-!"'e'，¥ 

{酬は開鑑別休館)・問 調 人人側円 高

0'" 'T'l'"1e酬lI!2-(す曙目U小ゆ酎

・郷2土・H午後2時から学，周Jよる作品解.

同 随 時 l畔一3向学 問員制人 時間拘 有

"。相代として開明暗 同 し帥 醐"がき』肘

氏名(ふりがなに電..砂"書いて 4月Igll1'!"l・で中ヂ公民

"'亨僻gm上三条町 Z3-41へ。机耐IJO!?l!l午

後2料開で畑柑 片 時開闘の清川講

演をピヂオ愈映します{午前川崎 正午祝日の楊合iJ.1息遣J
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|平成13年度国民年童保障料.

1・.納の取町鐙も吋孟 4月2711までに

納わた射に拠旬 H .
4.71of可吹かi付制同州 i付加

，"網 円2.92相16-¥.400:阿".州定額+何細

国民年金志'0・(学笠も含む)1l"36C農家での人.加入し保

険料を納め制'"ぱ広勺泰也ん.L..1l'し 畏い人笠に"いろし唱忽

.衝で保険制の続事"図鑓私略もおりま. このよう"鴎のた.に

国民空手盆で俗保険料免..... や陪納付特例鮫周置がありぎす.

|国民年金保隅科目免除制直と.
学生柵付将削について

.，事免係学生鋤付特例"承髭に怒った

..倉次のように取 blllわれま，

"'..の受給資格期間1:.入するため A酬に，"りません.
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いては劃岬酬に昼間rって納めるニとができ.す.
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割が加箆きれます.

③迫納でき舎かった渇合 申様免隙では免除琢..聞の3分
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⑥万が一 温度の障がい書とな句障害島復学金会副求する渇

合"納付要件(納付している k嫡する}の対象kなります.

"'.とする臥.>

岨 刊 任 期 岡 崎 酬 は ..脅した問機Mからその阜

の時"，1で鍋'fl' 11. 11". 

..存度が.わると再度中鶴が必要i傘"ます.

IM!..1含わゼ】市役所国民年金課へ。
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所得.証明する 4らのほ必要.町まぜん.

ぇ学生納付特例〉

学生.人た予 定所得以下旬咽合 保険制の鈎付。損益

予されま..
【対.と悠る学生Jf1..，園内の間数脅山一般志する大

?専修学級お値7絞など{復周部過信敏符過程

.のぞく}の昼後学生
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IT講習の
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募集します

5月-6月上旬開催分
(聴覚爾がい者向けじま6，7月開催分)

融公 民飽 和同 時副都可

制町""酎←o5 0 4) 
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同 氏 航 空 宇 飾 電 話 寄 付 記 入 山(<111UI 1・吋 一各

会渇とも駐車禍がいたn，公共交通機..拘閉しで〈だき L ・闘

い合"'主 同翼 団3~-4768 岡 34-667~) へ

醐~1'I'幅 削スでの叩

'̂ 条町 204-1 tt 3~ - 595~1 

開催日 IB.網lコーヌ， 時. 婚姻!定員

1 0 ; 1 1時コス叩"切刊 !

."勺一，，'主

療.商工会鑑筒 核イスで伺受"'可

(畳̂ 崎町 36-2 tt26-6222) 

← 剛 8 寸 下道 内 ース各 面
51 ~ '.-Jピ"'

5川俗lIi量

'"タヒ 1I.j' 

5/11，t). HI 

古本コ X ~ ，j{I ~ ，o，j(f 

本主コス 。河川抽

直閏コス IMO-21泊。

"コス 9，j(f--，o，1O

火本コス ':10--10珂
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23 
品目人
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のが仕事犯と考えている.

作婦の，←マが r定池から見た

奈良*1".l<Jで畢〈する，絵務

.調lなるので週.にa耐える新

緑>J位置にした

時 1持.11 1日号でご制札た作品U 柏市棚玄関ト叫日間目~州問，で下配のと"句.r:.;r，して

います.

4J1， g-OI13日「事・.花会式Jr'優良の^'鉱Jr.の日商大守大..句 Jr'長良女子大学綬舎J
. ，刷叶刊日「献補" r虻剖「醐からの畿肘.，.... J r志賀 醐 川 崎J

('"'守L 土 H曜日ぴ夜回附して叫 す，J
皿、合同J..111役所文化酬額
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